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　スポーツ栄養学の発展と研究交流、情報交換の促進
を目的として、2018年 2 月25日に高田会長と田口渉外
担当理事が韓国を訪問し、韓国ソウルの建国大学にお
いて、韓国運動栄養学会 （Korea Society of Exercise 
Nutrition : KSEN）と学術協定を締結しました。互い
の学術集会での発表や情報交換を行うことから交流を
始めていくことで合意しました。　　

　KSENは1996年に設立され、運動生理の研究者を中
心とした会員数約1,800名の学会です。学会誌のThe 
Journal of Exercise Nutrition & Biochemistry 
（JENB） は英文査読付きの雑誌で年 4回（ 3月、 7
月、 9月、12月）発行されており、こちらへの投稿も
受け入れていただけることとなりました。また、2018

年度の 5月にはKSEN、 7 月にはJSNAの学術集会が
開催されますので、双方の学会にて国際交流セッショ
ンを企画することとなりました。

　 5月のKSEN学術集会は、「2018年平昌オリンピッ
ク以後のスポーツ栄養学の未来と役割」というテーマ
で 5月25日（金）～26日（土）に釡山で開催されまし
た。JSNAから 2名の若手研究者が派遣され、発表と
交流を行いました。後半のKSEN参加レポートと抄録
をご覧ください。

　 7月のJSNA第 5 回大会には、KSENから 2 名の研
究者を招聘し、若手研究者 2名の発表も受け入れまし
た。KSENから招聘したのはShin Chul Ho先生とLee 
Min Chul先生であり、運動と栄養に関連した脳機能
の変化について、ヒトと動物実験の結果をお話しくだ
さいました。詳しくは抄録集をご覧ください。栄養士
が多数を占める本学会とは異なり、KSEN会員は基礎
研究を行う研究者が多く所属しています。抄録集に「逐
次通訳あり」と掲載していなかったためか、国際交流
セッションの参加者がやや少なかったのが残念でした
が、とても分かりやすくプレゼンテーションをしていた
だいたと思います。今後はより多くの会員に国際交流に
参画していただけるように、総会時、学会誌、ホームペー
ジなどで情報提供や派遣者の募集も行う予定です。

　では、2018年度にKSEN学術集会へ派遣した 2名の
会員のレポートと発表抄録を以下にまとめて記載しま
す。
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　この度、日本スポーツ栄養学会（JSNA）と韓国運
動栄養学会（KSEN）の基本合意書に基づいた若手研
究者の学会参加の機会をいただき、KSENの春季大会
に参加させていただいた。
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